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1. はじめに 

 2013年（平成25年）7月28日に山口島根豪雨災害が

発生した.特に被害が大きかった山口市阿東徳佐下

鍋倉地区のピーク時被災流量について検証を行っ

た. 

2. 降雨状況について 

被災地箇所の流域内雨量観測所の総雨量1）は,十種ケ

峰470mm/日,朝早橋330mm/日であった. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図-1 雨量観測所の総雨量図1） 

3. 被災流量の算定について 

 検討箇所直上流の水位観測所では,洪水が堤防を

越流しており正確な被災流量は計測できていない. 

 そこで,合理式法に河川諸元の数値を代入するこ

とで想定被災流量を計算から求めることを試みた.

また,想定被災流量を使い,実測した河川縦断400ｍ

間の横断面を使って不等流計算を行い,洪水ピーク

時の断面ごとの計算ピーク時被災水位を求めた. 

 図-2の被災流量算定箇所図に示すように河川が上

流から狭まってきた箇所で,鍋倉地区ＪＲ山口線第

６鉄橋がボトルネックしていた箇所である. 

 計算ピーク時被災水位と,当時鍋倉地区ＪＲ山口

線第６鉄橋が流出した約10時30分～11時のピーク時

の河川写真を照合することで,被災流量を求めた. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 被災流量算定箇所図(鍋倉地区)ゼンリン地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図-3 流域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 到達時間の算定図 

流入時間ｔ1＝30 分 

流下時間ｔ2＝L/W=121 分（Kraven 式） 

 

十種ケ峰 470ｍｍ/日 

朝早橋 330ｍｍ/日 

検討箇所 鍋倉地区 

計算区間 

L=400m 

JR 山口線第６鉄橋 

 

流域面積 A=100 km2 

河川延長Ｌ＝23.2ｋｍ 

（鍋倉～嘉年権現山） 
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到達時間ｔ=t1+t2=30+121＝151 分（2 時間 31分） 

表-1 流出係数 f 

密集市街地 0.9 

一般市街地 0.8 

畑・原野 0.6 

水田 0.7 

山地 0.7 

全流域はほぼ水田と山地であることから,ｆ＝0.7 と

した. 

表-2 降雨継続時間Ｔ＝151 分における降雨強度   

確率年 降雨強度式(山口Ｃ地区) 降雨強度 

 

1/30 

     1517 

ｒ＝ 

   ｔ2/3+4.201 

 

46.6 

 

 

1/50 

      1626 

ｒ＝ 

   ｔ2/3+4.141 

 

50.0 

被災流量の計算式 

 Ｑ＝1/3.6・ｆ・ｒ・Ａ 

   Ｑ：被災流量（㎥/ｓ） 

   ｆ：流出係数 

   ｒ：洪水到達時間内の平均雨量強度（ｍｍ/ｓ）

山口県降雨強度式より算定 

   Ａ：流域面積（K㎡） 

  表-3 確率年と被災流量 

    確率年 被災流量（㎥／ｓ） 

1/30 （906）950 

1/50 （972）1000 

４. 水面形の計算（不等流計算） 

 流量Ｑ1=950㎥/ｓ,Ｑ2=1000㎥/ｓの2ケースにつ

いて現況河川断面を流下させた.その結果,図-7 のよ

うな水位となった.ピーク時の写真と照合するとＱ

1/50＝1000 ㎥/ｓがほぼ符号する. 

５. まとめ 

・ピーク時の河川粗度係数ｆは,0.07 とした. 

・合理式法を用いることで,容易に被災流量を求める

ことができた. 

・不等流計算を用いることで,被災時水面形を再現で

きた. 

 

          写真によるピーク時被災水位 

凡例       不等流計算 1/50 の水位 

          不等流計算 1/30 の水位 

 

 図-7 河川横断図（写真水位と不等流計算水位） 

 

写真-1 河川水位がピーク時直前（約 10：30）の写真 

 

 写真-2 河川水位がピーク後（約 11：30）の写真 
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写真 2 撮影位置 

市道路橋  JR 線

写真 1 撮影位置 
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